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第４図　埼玉二子山古墳（FT-A 区、FT-B 区）の GPR 成果








































































※70-78nsec をオーバーレイ。 ※96-109nsec をオーバーレイ。





























第６図　埼玉二子山古墳（FT-D 区、FT-E 区）の GPR 成果
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第９図　埼玉二子山古墳（FT-H 区）の GPR 成果
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第 10 図　埼玉二子山古墳（FT-I 区）の GPR 成果
※re15: 53-57nsecFT-I タイムスライス下層 S=1/600




























第 11 図　埼玉二子山古墳の GPR 成果
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ると、強い反応は造り出し西側の外溝の形状に、反応の
弱い箇所はブリッジにほぼ対応する。また、強い反応の
南東隅から東に直線的に走る反応も、造り出し南側の下
端に相当する。現在の造り出しは、築造当時の形状のま
ま整備されたといえよう。ただし、外溝は改変されたよ
うである。強い反応箇所の南側には東に突出するライン
が確認でき、外溝も中堤造り出しの形状に対応するよう
に、突出形状を持っていた可能性が指摘できる。
　上層でも強い反応が確認された。第10図上は深度19-
23nsecのタイムスライス図だが、探査区中央の北よりに
（X:21-25m、Y:34-43m）、長方形の強い反応が見られ
る。その位置はブリッジの場所に相当する。ただし、下
層のスライス図で推定されるブリッジよりもやや幅が広
い。よって、遺跡整備時にブリッジは嵩上げされ、かつ
拡張されたと考えられる。
（馬場・川村）
５．成果のまとめ
　2017年度に実施した埼玉二子山古墳のGPR調査の成
果を示した。今、各調査区のタイムスライスを、全体の
中で位置付けたのが第11図である。最後に、全体のま
とめとして、今回判明した点を列挙しておく。
①後円部墳頂には円形の大きな盗掘坑が認められるが、
竪穴系の埋葬施設の痕跡は認められない。
②後円部東南側の中段テラスに開口する横穴式石室が、
本古墳の主体部である可能性が高い。
③横穴式石室の上層には、墓壙の範囲を反映すると思わ
れる陥没の痕跡が認められる。この点は現地形でも把
握できる。
④前方部墳頂に竪穴系の埋葬施設が存在する可能性は低
い。レーダーでは盛土の単位が確認できた。
⑤墳丘西側の造り出しの範囲は、現地形よりも小さく、
くびれも従来の復原よりもスリムになる。
⑥中堤造り出しの突出に対して、外溝も同様の突出形状
を持つ可能性が高い。
⑦北側外溝北西隅を検出した。しかし、その北側の下層
に人工的な構造物が認められるように、史跡整備時の
改変が地下深くに及んでいる可能性が高い。
　以上、７点が2017年度のGPR調査の成果である。
（城倉）
おわりに
　本論では、2017年度に早稲田大学文学部考古学コー
スと埼玉県教育委員会が共同で実施した埼玉古墳群の
GPR調査、特に二子山古墳の調査成果を中心にまとめ
た。早稲田大学の調査では、基本的にデジタル三次元測
量とGPRを並行して実施する方法論を追及しているが、
今回は経費や体制の限界からGPR作業のみを実施した。
精密な三次元測量による微地形把握と連動が難しいた
め、精度に限界はあるものの、埋葬施設や墳丘の立体構
造、周溝の範囲などの把握にある程度の成果を挙げる
ことができた。大規模古墳群の面的なGPR調査の重要性
は、既に西都原古墳群の分析事例で示されている（東
2017など）が、今後は墳丘の三次元測量と併せて面的
なGPR調査を継続する必要を感じている。
　また、埼玉古墳群では、埼玉県教育委員会の継続的な
発掘調査が進められており、その作業との連携も課題
である。GPRで認識できた地下遺構の状況を発掘調査に
よって検証できる可能性もあり、今後の史跡の保護活用
に向けても重要なデータを取得できると考える。その意
味において、今回、二子山古墳における横穴式石室の可
能性を提示できた点は重要な成果である。今後も継続的
な共同研究・調査によって、埼玉古墳群の歴史性を追求
していきたい。
（城倉）
註
（１） 埼玉古墳群における「FA」の問題点は、前稿（城
倉2011c: p137-139）で既に詳述している。埼玉
古墳群の埴輪編年は、消費地の古墳と生産地の窯
を結び付けて構築した確度の高い編年と考えてい
るが、丸墓山古墳と二子山古墳の前後関係につい
ては、批判的見解も多い。おそらく、「FA」に関
する誤解や二子山古墳出土埴輪の方形透孔などが
理由と思われるが、今城塚古墳の影響を受けた大
型古墳と多条突帯円筒埴輪の出現（上毛野：七輿
山古墳、下毛野：琵琶塚古墳・富士山古墳、北武
蔵：二子山古墳・瓦塚古墳、常陸：舟塚古墳、上
総：殿塚古墳など）は列島規模の連動した現象と
思われ、年代としては６世紀第２四半期の年代が
想定できる（城倉2011c）。地域のミクロな編年と
列島規模のマクロな比較の視点が必要である。
（２） 本稿で使用する古墳各部の名称については、早稲
田大学と埼玉県教育委員会で用語が異なる場合が
ある。
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図表出典
第１・２図　埼玉県教育委員会提供。山田作成。
第３図・第１表　測量情報を基にArc GISを用いて城倉作
成。
第４～10図　各節執筆者がGPR Sliceを用いて作成。
第11図　調査データを基に城倉作成。
